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肺塞栓症(pulmonary embolism:PE)は致死的で、原因となる深部静脈血栓症(deep vein 
thrombosis:DVT)の予防は重要であるが、確立されていない。理学的予防である間欠的空気






 2013年から 2015年までに長崎医療センターにて初回TKAを受けた 20歳以上の患者を対
象とした。出血リスクや凝固異常を伴う患者を除外し書面による同意を得て無作為化し、最







結   果 




 D-dimer値は使用群の術前 1.7±1.9μg/ml、術後 8.2±3.8μg/ml、未使用群の術前 2.4±
3.3μg/ml、術後 9.5±7.2μg/mlと両群とも術後有意に上昇した(p<0.0001)が、両群間に有
意差はなかった(p=0.6879)。 
 HIT抗体は使用群 12例(20.7%)、未使用群 16例(25.8%)で陽転化し、有意差はなかった
(p=0.5078)。 
 
考   察 
 DVT予防に関して確立されたプロトコールはないが、フットポンプなど IPCDは薬物治療




 また、人工関節置換後にフォンダパリヌクスなど Xa 阻害薬を予防投与後、HIT 抗体の陽
転化を生じ、DVTの危険因子となることが先行研究において示唆された。本研究においても
エドキサバン投与下に HIT 抗体の陽転化を 23%に認めたが、DVT との関連は認めず、HIT
の発生はなかった。Xa 阻害薬の分子構造から HIT 抗体との複合体形成は生じないとされ、
これを裏付ける結果であった。 
